
（第三種郵便物認可） ２００９年９月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）
　

同
地
区
は
、
政
令
市
に
な

っ
て
初
め
て
実
施
さ
れ
る
市

長
選
挙
を
要
求
実
現
の
好
機

と
捉
え
て
、
８
月
初
旬
か
ら

出
馬
表
明
し
て
い
る
４
人
の

候
補
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
内
容
は
①
国
保
料
の

引
き
下
げ
と
滞
納
増
へ
の
対

応
②
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

と
無
保
険
問
題
③
市
立
堺
病

　

協
会
の
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は
８
月
25
日
、
役
員
会
を

開
き
堺
市
長
選
挙
（
９
月
13
日
告
示
、
27
日
投
票
）
に
対
す

る
取
り
組
み
を
協
議
し
、「
住
み
よ
い
堺
市
を
つ
く
る
会
」

推
薦
で
出
馬
し
た
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
の
小
林
ひ
ろ
し

候
補
（
無
所
属
＝
写
真
）
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

院
の
救
急
機
能
強
化
と
移
転

と
歯
科
の
位
置
づ
け
④
Ｌ
Ｒ

Ｔ
（
路
面
電
車
）
の
堺
東
か

ら
堺
浜
間
の
敷
設
計
画
⑤
地

域
産
業
の
振
興
策―

―

な
ど

５
項
目
に
つ
い
て
質
し
た
。

回
答
は
す
べ
て
の
候
補
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
（
期
限
内
の
回

答
は
小
林
、
井
関
両
候
補
）。

歯
科
健
診
５
年
ご
と
に

　

こ
の
う
ち
、
小
林
候
補
の

回
答
が
協
会
の
基
本
政
策
に

も
っ
と
も
近
い
こ
と
か
ら
支

持
・
推
薦
に
至
っ
た
。特
に
、

国
保
料
の
問
題
で
は
、政
令

市
ワ
ー
ス
ト
１
の
一
般
会
計

繰
入
額
を
政
令
市
平
均
に
改

め
、
１
万
円
引
き
下
げ
る
と

明
確
に
回
答
し
た
こ
と
や
、

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
通

院
対
象
を
小
学
校
卒
業
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
、
成
人
歯

科
健
診
も
10
年
ご
と
の
節
目

か
ら
５
年
ご
と
に
頻
度
を
高

め
る
と
回
答
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。ま
た
、堺
病
院
の

救
急
機
能
と
移
転
は
、
１
６

０
億
円
も
の
残
債
の
上
に
、

新
た
に
２
０
０
億
円
を
投
じ

挙
に
取
り
組
む
。
こ
の
決
定

は
９
月
12
日
の
理
事
会
で
承

認
を
求
め
る
予
定
だ
。

す
る
立
場
か
ら
、
小
林
候
補

の
政
策
に
対
す
る
疑
問
や
要

望
を
集
約
し
、
会
員
に
明
ら

か
に
す
る
活
動
を
中
心
に
選

　

歯
科
・
医
科
共
催
10
年
目

を
迎
え
た
恒
例
の
「
共
済
加

入
者
の
つ
ど
い
」
が
５
日
、

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー

（
大
阪
市
港
区
）で
開
か
れ
、

制
度
加
入
会
員
や
家
族
ら
２

７
２
人
が
交
流
を
深
め
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
伊
津
進

費
開
発
を
改
め
、
地
場
産
業

や
既
存
の
商
店
街
の
活
性
化

で
地
元
の
雇
用
を
増
や
す
た

め
「
地
域
経
済
振
興
基
本
条

例
」
を
制
定
す
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
長
退
職
金
の

返
上
や
日
本
一
高
い
泉
北
高

速
鉄
道
の
料
金
引
き
下
げ
な

ど
を
公
約
し
て
い
る
。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
で

は
、
思
想
信
条
の
自
由
を
尊

重
し
、
会
員
の
要
求
を
実
現

ざ
す
と
回
答
し
た
。

路
面
電
車
計
画
を
撤
回

　

こ
の
他
、
同
候
補
は
、
総

工
費
４
２
５
億
円
も
か
か
る

Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
路
面
電
車
）
を
都

心
か
ら
臨
海
ま
で
敷
設
す
る

計
画
は
白
紙
撤
回
。
10
年
間

で
５
０
４
億
円
に
も
及
ぶ
シ

ャ
ー
プ
へ
の
行
き
過
ぎ
た
減

税
や
、
臨
海
部
だ
の
み
の
巨

る
こ
と
に
な
り
、

住
民
合
意
は
得
ら

れ
な
い
と
し
て
、

現
地
で
の
立
て
替

え
も
視
野
に
再
検

討
し
、
歯
科
は
高

次
機
能
の
み
に
特

化
す
る
の
で
は
な

く
、
開
業
医
と
連

携
で
き
る
急
病
歯

科
診
療
体
制
を
め

　

防
衛
費
も
社
会
保
障
費

も
、
ど
ち
ら
も
出
ど
こ
ろ
は

国
民
の
懐
（
税
金
・
保
険

料
）
で
す
。
ど
こ
か
ら
か
く

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
は
産
油
国
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
（
年

金
、
介
護
、
医
療
、
生
活
保

護
）
費
を
確
保
し
て
、「
み

ん
な
の
暮
ら
し
を
守
る
」、

憲
法
25
条
（
社
会
保
障
）
の

精
神
を
生
か
す
た
め
に
は
、

９
条
（
戦
争
放
棄
）
を
守

り
、
防
衛
費
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
て
、
社
会
保
障
費

を
確
保
し
よ
う
と
い
う
の
が

私
の
主
張
で
す
。

　

し
か
し
、
同
時
に
我
わ
れ

が
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
社

会
保
障
費
を
い
か
に
有
効
に

使
う
か
と
い
う
問
題
で
す
。

現
在
の
年
金
、
介
護
、
医

療
、
生
活
保
護
の
制
度
に
問

題
が
な
い
か
ど
う
か
の
総
点

検
で
す
。
本
講
演
で
は
、
社

会
保
障
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の

問
題
点
、
年
金
一
元
化
、
不

足
し
て
い
る
介
護
施
設
、
医

療
崩
壊
を
招
い
て
い
る
医
療

制
度
、
高
齢
化
時
代
を
迎
え

て
の
生
活
保
護
制
度
な
ど
に

つ
い
て
私
な
り
の
問
題
提
起

を
行
い
、
参
加
者
の
方
々
か

ら
討
論
を
い
た
だ
く
「
学
習

会
」
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
わ
が
国

に
お
け
る
社
会
保
障
費
の
財

源
の
在
り
方
、
保
険
料
が
主

で
、
公
費
（
税
金
）
は
従
の

現
在
の
姿
勢
で
良
い
の
か
に

つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◇　

◆　

◇

【
日
時
】
10
月
11
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

【
会
場
】
マ
イ
ド
ー
ム
お
お

さ
か
８
階
・
第
３
会
議
室

（
協
同
組
合
ま
つ
り
会
場
、

地
下
鉄
中
央
線
お
よ
び
堺
筋

線
「
堺
筋
本
町
」
駅
の
１
、

12
番
出
口
か
ら
徒
歩
７
分
）

【
定
員
】
90
人

【
申
込
】
協
会
事
務
局
ま
で

憲
法
９
条
と
25
条
を
セ
ッ
ト
で
守
ろ
う

〜
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
〜

泉　

孝
英
氏（
医
師
、京
都
大
学
名
誉
教
授
）

秋の講演会抄録 堺･高石･
和泉地区

国
保
料
軽
減
、医
療
助
成
拡
充
を
評
価

堺
市
長
選 

小
林
ひ
ろ
し
氏
を
推
薦

小
林
ひ
ろ
し　

１
９
４
3
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
東
北
大
学

農
学
部
卒
（
農
学
博
士
）、
73
年
か
ら
大
阪
府
立
大
学
農

学
部
に
所
属
、
97
年
教
授
を
経
て
２
０
０
７
年
３
月
に
退

官
、
同
大
学
名
誉
教
授
に
。
堺
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
委
員
会
座
長
と
し
て
堺
の
ま
ち
づ
く
り
に
深
く
携
わ

る
。
社
会
福
祉
法
人
麦
の
会
理
事
。

弘
理
事
長
は
、

「
制
度
発
足
後

31
年
と
な
る
保

険
医
年
金
は
、

他
の
年
金
制
度

と
比
べ
て
運
用

率
が
高
く
、
自

在
性
と
安
定
性

を
持
っ
た
協
会

・
保
団
連
独
自

の
も
の
。
こ
の

堺市長選候補者アンケート結果の概要
【小林ひろし候補】
・国保料の１万円の引き下げ
・乳幼児医療費助成年齢を中学入学前に拡充（現在は就学前）
・ 堺市民病院の新病院移転計画については、現在地での救命救急センター
の併設が無理なのか十分な検討を行う。無理な場合でも、移転や医療内
容について市民や患者への十分な説明と納得が必要
・一般開業医と連携を深めた上での急病歯科診療体制の充実をすすめる
・ 堺市成人歯科健診（節目）を５年ごとの無料健診にする（現在は10歳ご
と、500円）
・LRT（堺東から堺浜間）計画の白紙撤回
・ 小企業地域経済振興条例や市独自の緊急融資制度を整備し中小企業を支
援
【井関貴史候補】
・国保料はすべての可能性を含めて検討したい
・学童期の児童に基礎的医療を保障する
・ 社会保障制度の窓口業務基準の簡素化・徹底化を図り、「泣き寝入り」
「ごね得」を許さない
・ 堺市民病院は現在地のまま、近大付属病院などと協力・連携によって救
命救急医療体制を構築
・ LRTの堺駅～堺浜は中止し、堺駅～堺東に建設する（将来は三原地区ま
で延伸）
・基幹産業として航空宇宙産業を育成

【竹山おさみ候補】
・国保料で子育て世帯への負担軽減に向けて公費負担を拡充
・乳幼児医療費助成年齢を入･通院とも中学３年生まで拡充（現在は就学前）
・妊婦健診公費負担を大幅拡大
・ こどもの無保険は負担の公平性の問題もあるが、子どもを被害者にしな
いように体制を強化
・ 市民病院移転構想については広く市民に公開し議論を行うが、推進に努
めたい
・採算性の得られないLRT事業は実施しない
・ ベイエリアの先端産業で、ものづくり企業の活性化につなげ、雇用を確保
する

【木原敬介候補】
・ レセプト点検による医療費の適正化や保険料の滞納解消に努め、可能な
限り負担低減
・「子ども元気日本一」のまち堺の実現をめざし、医療費助成の拡充を検討
・堺市独自のセーフティーネットの構築が必要
・ 現在地での病院機能を継続しながらの整備は不可能。他に移転し、三次
二次救急が一体となる効率的な診療体制を構築し、救急医療の核となる
基幹病院の整備を行う

政令市の子ども医療助成制度一覧
（2009年７月１日現在）

政令市名 （通院） （入院）
札　幌　市 就学前 小学６年
仙　台　市 就学前 就学前
新　潟　市 小学３年 小学卒業
千　葉　市 就学前 就学前
さいたま市① 就学前 中学卒業
横　浜　市 就学前 中学卒業
川　崎　市 就学前 中学卒業
静　岡　市 就学前 中学卒業
浜　松　市 就学前 中学卒業
名 古 屋 市 小学６年 中学卒業
京　都　市 就学前 小学６年
大　阪　市 就学前 小学卒業
神　戸　市 小学３年 小学卒業
広 島 市 ② 就学前 就学前
岡　山　市 就学前 就学前
北 九 州 市 就学前 就学前
福　岡　市 就学前 就学前
堺　　　市 就学前 就学前
注①10月１日から通院が中学卒業
注②10月１日から発達障害の子どもの入院が小学２年

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
は
10
月
11
日
、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
外
来
診
療
」
の
編
集
主
幹
で
、「
九

条
の
会
・
医
療
者
の
会
（
全
国
）」
呼
び
か
け
人
の
泉

孝
英
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
㈶
京
都
健
康
管
理
研

究
会
理
事
長
）
を
招
い
て
講
演
会
を
開
く
。
憲
法
９
条

と
25
条
を
軸
と
し
て
い
か
に
平
和
を
守
り
、
い
か
に
暮

ら
し
を
守
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く
。

懐メロで会場を盛り上げた大阪樂団
＝５日、大阪市港区　　　　　　　

春
の
年
金
普
及
結
果
や
歯
科

会
員
の
制
度
加
入
状
況
な
ど

を
報
告
。
休
業
保
障
に
つ
い

て
は
、
新
国
会
に
保
険
業
法

の
適
用
除
外
を
求
め
る
運
動

を
一
層
強
め
た
い
と
述
べ
、

署
名
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

　

記
念
行
事
は
、
華
乃
家
ケ

イ
氏
率
い
る
大
阪
樂
団
が
、

大
阪
ブ
キ
ウ
ギ
や
蒲
田
行
進

曲
な
ど
の
懐
メ
ロ
で
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
た
。夫
婦
・
家
族

同
伴
の
参
加
者
も
多
く
、
食

事
と
抽
選
会
で
和
や
か
な
一

時
を
過
ご
し
た
。

制
度
を
皆
さ
ん
の
手
で

さ
ら
に
育
て
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。下
井

戸
昭
介
副
理
事
長
は
、

共
済
加
入
者
ら
272
人
が
交
流

歯
科
・
医
科
共
催
で
10
回
目
の
つ
ど
い


